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I -12 雨竜地方演習林における森林伐採の経過について

秋 林 幸 男

1 . はじめに

雨竜地方演習林は、 明治41年に立木処分を開始していらい、原里林を対象にして老齢過熟木を
択伐などよって整理するいわゆる天然林施業を行ってきた。 樹木の更新が困難でありながら、 寿
命が極めて長い天然林では、 大量の風倒木の発生のほか、 その伐採の経過すなわち伐採の時期、
箇所および程度は、 今日の森林の状態をもたらした基本的な要因と考えられる。 だが、 既存の文
献を利用しても、 雨竜演習林の伐採経過を断片的にしか把握できなかった。 今回、 資料などの制
約性のために不充分なものとならざるを得ないが、 おおよその伐採量の推移と箇所について纏め
ることができたので、 報告しておきたい。

なお、 雨竜地方演習林の伐採経過を考える場合、 次の三つに対象を分ける必要がある。
第一、 現在の演習林である約21, OOOrri刊こついての伐採経過。

発電用貯水池（朱鞠内湖）へ売却された地域での伐採。

旧林内殖民地、 農用地開発事業用地、 鉄道などの公共用地などでの伐採。
上記のうち、 第一と第三のものを分離することは現在の資料では不可能である。 したがって、

今回は、 旧林内殖民地などを含む雨竜地方演習林の伐採経過と現在では朱鞠内湖に沈んだ地域な 
どでのそれについて述べる。

2. 雨竜地方演習林の伐採経過

雨竜地方渾習林の森林伐採は、明治41年に山火事跡地105林班で焼損木整理を目的とした立木処
分から始まった。大正4年までの年平均伐採量は7千面で、翌5年に官行斫伐事業を開始してから一

挙に3倍の2 万面前後へと拡大するから、雨竜地方演習林の森林伐採は官行斫伐事業の開始によっ
て本格化したと言ってよい。

官行斫伐事業の対象地は、当初、政和地区で、次で添牛内地区と移り、大正14年からは水没し
た三股附近へと移動した。しかし、昭和3年に発電貯水池（現、朱鞠内湖）への約6千haにおよぶ売

却のために、その対象地は母子里、泥川の農耕予定地へと再び移動し、昭和8年ごろから戦時体制
期にかけて泥川の左岸が伐採の対象地となった。この官行所伐事業の跡地は、昭和7年の演習林主
任会議における雨竜演習林主任の答申書原文によれば、立木を残した箇所であっても皆伐状を呈し
ていると報告されている。しかし、 そ の伐採跡地の中にあって政和地区では、現在、中小径木のア

カエゾマツ純林が成立しているから、今後の施業の参考にすべきであろう。
また、官行斫伐事業の開始は演習林収入を飛躍的に増大させた。大正8年から昭和9年の年平均

収入は10~13万円に達するが、支出はわずかに5万円前後にすぎない。この収支の差額は「一

部演習林本部及朝鮮、台湾、和歌山等の収支償なわざる演習林の事業費に充当せられ、残額は本大学
の一般歳入に繰越さるものとす」

!)といわれている。後に述べる発電用貯水池への売却とあわせて考
えるならば、「基本財産」としての性鯰娼緬めて澤厚であり、 そ の性格は戦後まで引き継が




